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事務事業名人権啓発・相談事業
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基本事業： 01人権教育及び啓発の促進 担当部 総務部

基本事業の
成果指標

①この1年間に相手の人権を侵害するような言動や行動をした市民の割合 担当課 人権政策・男女共同参画課

担当係 人権・同和政策担当

市民 　人権擁護委員と協力し、以下の啓発事業や相談事業等を実施するもの。
【啓発事業】お互いを尊重しあえる社会の実現をめざした人権啓発事業
　　　　　　（①人権の花運動、②人権教室、③街頭啓発（6月・12
　　　　　　月）、④パープルプラザフェスティバルでの啓発活動等）
　　　　　　⑤筑紫地域人権啓発活動活性化事業（講演会）を実施。
【相談事業】人権擁護委員が実施する常設人権相談（法務局で毎週月・水
　　　　　　・金、9時から16時対応）および特設人権相談（市役所で
　　　　　　月1回、10時から15時対応）の支援を行う。
　　　　　　　各相談に関する情報提供を広報紙やホームページで行う
　　　　　　ほか、相談会場の確保や準備といった支援を実施。
【補助事業】筑紫地区の人権擁護委員で構成される「筑紫人権擁護委員協
　　　　　　議会」の取り組み（①人権教室の開催、②人権作文集「ねが
　　　　　　い」の作成、③委員の研修等）に対する補助金（約35万円）
　　　　　　を交付。

　あらゆる人権問題を市民一人ひとりが、自らの課題、地
域の課題、全市民の課題として認識し、お互いを尊重して
支えあうことができている。

計画年度 昭和58年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

人権擁護委員の市民認知度 4.5 85.5 6 7

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
602 909 624 750計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
41
0

315 92 177
0 0 0

0 0 0 0
561 594 532 573

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.25 0.25 0.25 0.25
1,954 2,006 2,095
2,556 2,915 2,719 750

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

【状況】・令和6年度の特設人権相談の相談件数は、11件であった。
　　　　・令和6年度の人権の花運動については、山家小で実施。
　　　　・令和6年度の人権擁護委員の市民認知度は、5.5％であった。
【課題】・令和4年度より成果指標を「人権擁護委員の認知度」に変更。
　　　　・人権擁護委員の活動について、継続的かつ効果的な周知方法を検討する必要がある。
　　　　・相談件数がR6は11件とR5よりも増加した。毎年相談件数が少ないことから、R6から人権相談に関する全
　　　　　戸回覧を行った。回覧を見ての問い合わせも増え、ある程度の効果があったものと考えられる。また、
　　　　　高齢者や男女共同など他の相談窓口があることから、人権相談との住み分けを考えていく必要がある。
　　　　

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

・人権擁護委員の取り組みをさらに市民に知らせ、認知度を上げてい
く必要がある。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

・街頭啓発活動や人権の花運動、パープルプラザフェスティバル
での人権啓発事業等における啓発・周知活動の充実
・法務局が市に委託して実施する地域人権啓発活動活性化事業（
講演会等）や市が実施する市民懇談会でのチラシ配布など
・相談しやすい環境づくり（会場等）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

　本市では、筑紫人権擁護委員協議会が組織された昭和58年度頃
から人権擁護委員と連携した人権相談や啓発活動を行っている。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

％

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


